
9款　5項　3目

【会計】一般会計

9款：教育費　5項：社会教育費　3目：公民館費

345

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

2,616千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

8 報償費

講師謝礼 1,071千円

報償品 35千円

11 需用費

消耗品費 150千円

食糧費 34千円

印刷製本費 626千円

12 役務費

通信費 110千円

手数料 290千円

13 委託料

公民館祭委託料 300千円

2,616千円

【活動指標・成果指標】　

計

事業の概要

・家庭教育、青少年教育及び成人教育に関する事業を開催します。
・団体育成及び人材育成に関する事業を開催します。
・広報活動を行います。

平成30年度　当初予算要求事業内容説明書

第3章　心豊かな人づくり、まちづくり

施策2　公民館・図書館などで社会教育を推進します

事業 志津公民館活動事業

担当所属 志津公民館

予算要求額
（財源内訳）

2,616千円

基本施策3　生涯学習の推進

事業の目的

多様化・高度化する市民の学習ニーズに対し、幅広い年齢各層に学習機会の提供を行い、歴史のまち佐倉
の生活・文化の向上と市民の連帯意識を高めるため、社会教育活動の中心施設として、生涯学習の推進を図
ります。

事業の効果

市民にとっては、公民館事業に参加することにより地域に対する関心が高まります。その結果、地域住民が「集
い」「学び」「むすぶ」ことの目的を実現していくための人材が育成され、住民相互のネットワーク化を図ることが
できます。

節 説明

講演会等講師料（126回分）

しづ市民大学運営委員7人分

事業用消耗品

講演会等実施に係る講師飲料水代（180人分）

公民館だより（75,000部）の印刷代

事業参加者連絡用切手代

公民館だよりの新聞折込手数料（60,900部）

公民館祭実施に伴う実行委員会への委託料



家庭教育事業参加者数 300人

青少年教育事業参加者数 320人

成人教育事業参加者数 3,000人

青少年教育事業実施回数 25回

成人教育事業実施事業数 90回

佐倉学事業参加者数 320人

佐倉学事業実施回数 14回

家庭教育事業実施回数 12回

指標名 平成30年度計画値

志津公民館講座数 16講座


